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  （百万円未満切捨て）

１．2021年２月期第２四半期の連結業績（2020年３月１日～2020年８月31日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

2021年２月期第２四半期 24,398 13.3 1,788 28.6 1,854 25.6 1,293 28.3 

2020年２月期第２四半期 21,537 3.1 1,391 52.3 1,475 49.1 1,007 68.1 
 
（注）包括利益 2021年２月期第２四半期 1,314 百万円 （34.6％）   2020年２月期第２四半期 976 百万円 （63.0％） 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

2021年２月期第２四半期 202.11 199.67 

2020年２月期第２四半期 157.55 156.15 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

2021年２月期第２四半期 27,781 14,160 50.5 

2020年２月期 24,271 13,016 53.2 
 
（参考）自己資本 2021年２月期第２四半期 14,035 百万円   2020年２月期 12,909 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

2020年２月期 - 0.00 - 30.00 30.00 

2021年２月期 - 0.00       

2021年２月期（予想）     - 30.00 30.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

 

３．2021年２月期の連結業績予想（2020年３月１日～2021年２月28日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 45,000 8.7 2,300 22.9 2,400 21.7 1,600 24.0 250.09 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：無 

新規  －社  （社名）―、除外－社  （社名）― 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

(注)詳細は、添付資料７ページ「２.四半期連結財務諸表及び主な注記（3）四半期連結財務諸表に関する注記事

項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無 

③  会計上の見積りの変更                        ：無 

④  修正再表示                                  ：無 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年２月期２Ｑ 6,398,000 株 2020年２月期 6,398,000 株 

②  期末自己株式数 2021年２月期２Ｑ 293 株 2020年２月期 257 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 2021年２月期２Ｑ 6,397,728 株 2020年２月期２Ｑ 6,397,743 株 

 

 
 

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

（将来に関する記述等についてのご注意） 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料２ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報 (３)連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う経済活動の抑制

により、景気は依然として厳しい状況になりました。感染拡大防止策を講じつつ、社会経済活動のレベルを引き上

げていく中で持ち直しの動きも見られましたが、依然として感染症の動向を注視する必要があり、不透明な状況が

続いております。

 食品業界におきましては、少子化や人口減少の影響により、市場規模の拡大は見込めない状況であります。食品

に対する消費者の安全・安心への関心は高く、これに応えるため、FSSC22000やJFS-Bなどの食品安全の規格を活用

した質の高い品質・衛生管理体制の整備や、フードディフェンスの取り組みを行っております。また、健康志向の

商品や、「個食」、「中食」など、多様化するニーズへの対応が求められております。

 このような状況のなか、当社グループは、北海道から九州まで展開している全国ネットワークを活用し、新規得

意先の開拓や既存取引先の拡販に取り組みました。 

 販売面では、㈱フードレーベルにおいて、「牛角シリーズ商品を買って・食べて・飲んで元気♪プレゼントキャ

ンペーン」と題し、「牛角韓国直送キムチ」や「牛角やみつきになる！丸ごと塩オクラ」などの商品を対象とした

キャンペーンを実施しております。また、他社と共同開発を行い、缶詰や鍋つゆなどのコラボレーション商品を販

売するなど、さまざまな販売促進活動を実施しております。 

 製品開発面では、期間限定商品として「ご飯がススム ピリ辛オクラ」や、「個食」などのニーズに応えた小分

けパックの「ご飯がススム キムチ 食べきり２パック」などの新商品の開発を行っております。その他、既存商

品のリニューアルなどを実施しました。

 新規事業については、外食事業及び小売事業を行う「OH!!!発酵・健康・食の魔法!!!」（所在地：埼玉県飯能

市）の事業開始を10月16日に予定しており、準備を進めております。

 新型コロナウイルス感染症への対策として、出勤前及び出勤時の検温、業務中のマスクの着用、手指消毒や定期

的な換気、時差出勤、在宅勤務などを継続して実施しております。 

 売上高は、外出自粛が続いていることにより家庭での食事の機会が増えたこと、健康志向の高まりにより乳酸菌

を含む食品としてキムチの需要が増えたこと、キムチがテレビ番組で取り上げられたことなどにより、「ご飯がス

スム キムチ」などのキムチ製品をはじめとした製品売上高が大幅に増加したことにより、増収となりました。 

 利益については、春先の低温、７月の長雨や日照不足及び８月の猛暑などにより野菜の生育不良などが生じ、白

菜や胡瓜などの原料野菜の仕入価格が前年より高値で推移するなど、原料価格の変動の影響を受けました。しかし

ながら、増収効果、商品規格の見直しや生産アイテムの集約による生産の効率化などにより、増益となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は24,398百万円（前年同四半期比13.3％増）、営業利益

は1,788百万円（同28.6％増）、経常利益は1,854百万円（同25.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は

1,293百万円（同28.3％増）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて3,509百万円増加し、27,781百万円となり

ました。これは主に現金及び預金が2,361百万円、OH!!!の店舗設備新築工事等により建物及び構築物が659百万円

それぞれ増加したことによるものであります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて2,365百万円増加し、13,620百万円となりました。これは主に買掛

金が729百万円、短期借入金が1,000百万円それぞれ増加したことによるものであります。 

 純資産は前連結会計年度末に比べて1,144百万円増加し、14,160百万円となりました。これは主に親会社株主に

帰属する四半期純利益等により利益剰余金が1,101百万円増加したことによるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 2021年２月期の業績予想につきましては、2020年９月25日に公表いたしました業績予想に変更はございません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2020年２月29日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年８月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,309 5,670 

受取手形及び売掛金 4,998 5,420 

商品及び製品 273 331 

仕掛品 78 81 

原材料及び貯蔵品 269 301 

その他 60 77 

貸倒引当金 △0 － 

流動資産合計 8,990 11,882 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 5,032 5,692 

機械装置及び運搬具（純額） 1,697 1,837 

土地 6,506 6,506 

リース資産（純額） 64 57 

建設仮勘定 307 － 

その他（純額） 53 187 

有形固定資産合計 13,661 14,282 

無形固定資産    

のれん 609 558 

その他 123 123 

無形固定資産合計 733 682 

投資その他の資産    

投資有価証券 478 528 

繰延税金資産 359 357 

その他 137 137 

貸倒引当金 △0 － 

投資損失引当金 △89 △89 

投資その他の資産合計 885 933 

固定資産合計 15,280 15,898 

資産合計 24,271 27,781 
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    (単位：百万円) 

 
前連結会計年度 

(2020年２月29日) 
当第２四半期連結会計期間 

(2020年８月31日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 3,484 4,213 

短期借入金 1,450 2,450 

1年内返済予定の長期借入金 981 1,333 

リース債務 8 6 

未払法人税等 472 595 

賞与引当金 135 141 

役員賞与引当金 73 － 

その他 1,839 2,498 

流動負債合計 8,444 11,238 

固定負債    

長期借入金 1,835 1,451 

リース債務 21 18 

繰延税金負債 7 14 

退職給付に係る負債 441 451 

負ののれん 134 115 

その他 369 330 

固定負債合計 2,810 2,381 

負債合計 11,254 13,620 

純資産の部    

株主資本    

資本金 740 740 

資本剰余金 2,107 2,111 

利益剰余金 10,003 11,104 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 12,851 13,957 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 57 78 

その他の包括利益累計額合計 57 78 

新株予約権 101 124 

非支配株主持分 5 0 

純資産合計 13,016 14,160 

負債純資産合計 24,271 27,781 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年３月１日 
 至 2019年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年３月１日 

 至 2020年８月31日) 

売上高 21,537 24,398 

売上原価 15,871 17,943 

売上総利益 5,665 6,455 

販売費及び一般管理費 4,274 4,666 

営業利益 1,391 1,788 

営業外収益    

受取利息 0 0 

受取配当金 4 3 

持分法による投資利益 16 15 

負ののれん償却額 18 18 

受取賃貸料 22 21 

事業分量配当金 6 6 

その他 33 15 

営業外収益合計 101 82 

営業外費用    

支払利息 4 5 

賃貸費用 11 11 

その他 0 － 

営業外費用合計 16 16 

経常利益 1,475 1,854 

特別利益    

関係会社株式売却益 6 － 

補助金収入 1 7 

特別利益合計 8 7 

特別損失    

固定資産処分損 29 5 

特別損失合計 29 5 

税金等調整前四半期純利益 1,454 1,856 

法人税等 446 563 

四半期純利益 1,008 1,293 

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 △0 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,007 1,293 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    (単位：百万円) 

 
前第２四半期連結累計期間 

(自 2019年３月１日 
 至 2019年８月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 2020年３月１日 

 至 2020年８月31日) 

四半期純利益 1,008 1,293 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △31 21 

その他の包括利益合計 △31 21 

四半期包括利益 976 1,314 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 976 1,314 

非支配株主に係る四半期包括利益 0 △0 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算） 

 当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理

的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
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